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「葛飾柴又の文化的景観」ニュース

葛飾大会は、「淡水魚の食文化と文化的景観」をテーマにテーマセッションやデ

ィスカッションを行い、22の都道府県から58名に参加いただきました。また、東

京都唯一の文化的景観であり大都市近郊に位置する葛飾柴又の視察から、近世以降

に発展した帝釈天題経寺とその門前を中心とした、葛飾柴又の地域の歴史・風土・

人々の暮らしや、都市圏の文化的景観の保存・活用を学ぶ機会となりました。

全国文化的景観地区連絡協議会の大会を

葛飾柴又で開催いたしました！

全国文化的景観地区連絡協議会(文景協)の令和

４年度大会が、10月28日・29日に葛飾柴又で開

催されました。文景協は、文化的景観の保護に取

り組む市区町村等で構成される組織で、大会にお

いては、各大会に設定されたテーマに則って現状

や課題について話し合うとともに、会員地域の構

成員同士の交流を深めることにより情報交換ので

きるネットワークづくりを行い、文化的景観の保

存・活用に役立てることを目的としています。賑わう柴又を視察する参加者

【　１日目　10月28日（金）大会　】

時間 内　容 時間 内　容

　　会長挨拶　一関市　佐藤善仁　市長 15：05～ 報告３　「長良川中流域における岐阜の文化的景観と川魚の食文化」

　　来賓挨拶　葛飾区　青木克德　区長 　　河合一希氏（岐阜市ぎふ魅力づくり推進部）

基調講演 15：40～ Ⅱ　ディスカッション

　「葛飾柴又から考える都市と文化的景観の未来－歴史・観光・食文化―　」 　登壇者　：基調講演者・報告者

　　伊藤　毅　先生 　コメンテーター　：福留奈美氏（東京聖栄大学准教授）

（東京大学名誉教授／葛飾柴又の文化的景観保存・活用推進委員会委員長） 　進　行　：谷口　栄（葛飾区産業観光部）

Ⅰ　テーマセッション 16：45 　文化庁総括・閉会行事

　「淡水魚の食文化と文化的景観」 17：45～ 　情報交換会

14：20～ 趣旨説明　江連怜那(葛飾区生涯学習課)

14：25～ 報告１　「葛飾柴又における川魚の食文化」 【　２日目　10月29日（土）現地視察　】

　　天宮久嘉氏（葛飾区観光協会） 時間 内　容

14：45～ 報告２　「琵琶湖の内湖の湖魚食文化と文化的景観」 9:30～ 　「葛飾柴又の文化的景観」現地視察

　　嶋田直人氏（東近江市文化スポーツ部） 午後 　自由見学

13：00～

13：10～
14：10

令和４年度文化的景観地区連絡協議会葛飾大会スケジュール



葛飾区生涯学習課生涯学習係（文化的景観担当）

ご注意ください
「葛飾柴又の文化的景観」の選定範囲内では、工事を行う際には届け出等が必要となる場合があります。

○ 柴又まちなみ景観ガイドライン
・ 帝釈天境内の景観、江戸川堤、柴又公園等（高台）からの眺望、参道から帝釈天への通景に関わる内容

○ 葛飾区景観地区条例等
・ 柴又地域景観地区内で建築物や工作物の新築、新設、外観の変更等を行う場合

○ 重要文化的景観に係る選定及び届出等に関する規則
・ 「葛飾柴又の文化的景観」の重要な構成要素の工事を行う場合

詳しくは下記の問合わせ先までご連絡ください。

文化的景観ニュースのバックナンバーを公開して

います。インターネットの検索画面で検索してい

ただくか、QRコードからもご覧いただけます。

に至るさまざまな性格をもつ地区における文化的景観制度は、それぞれ異なる個性

と難題を抱えていて、各地の先行事例や現在の取り組みなどの情報交換が不可欠で

した。この全国連絡会議はその役割を期待して創設されたもので、コロナ禍でしば

らく中断していた対面開催が葛飾柴又で実施できたことは実にうれしいかぎりです。

葛飾大会のテーマは「淡水魚の食文化と文化的景観」という挑戦的かつ魅力的な

ものです。食文化はこれまで単独のテーマとしてはよく取り上げられてきましたが、

具体的な文化的景観と関連づけて論じられた例はほとんどなく、きわめて刺激的な

↓「重要文化的景観 葛飾柴又の文化的景観整備計画」を以下で公開しています。↓

葛飾区ホームページ 「国選定重要文化的景観葛飾柴又文化的景観整備計画を策定しました」

（葛飾区ホームページ トップ → 区政情報 → 計画・報告 → その他の計画）

【お問い合わせはコチラ】

〒12４-８５５５ 葛飾区立石５-１３-1

TEL ０３-５６５４-８４７７

FAX ０３-5６９８-１５４１

去る令和４年10月28日・29日の両日、柴又旧

川甚新館２階を会場に開催された全国文化的景観

地区連絡協議会葛飾大会は、全国から多数の参加

者を得て、盛況のうちに終了しました。

文化的景観制度がスタートして18年、全国71

の重要文化的景観地区が登録された現在、「文化

的景観」という耳慣れない言葉も徐々に市民権を

得ようとしています。とはいえ、農漁村から都市

問題提起になったと思います。

食や生業をベースとして組み立てる文化的景観

のあり方は、今後のわたくしたちの生活空間を、

地に足がついたかたちで継承・発展していくため

の、もっともオーソドックスな基本戦略になりま

す。ぜひ区民のみなさまのお力添えを得つつ、一

丸となって葛飾柴又の文化的景観を育てていきた

いと考えています。

葛飾大会の開催と「淡水魚の食文化と文化的景観」
葛飾柴又の文化的景観保存・活用推進委員会 委員長 伊藤毅（東京大学名誉教授）

基調講演の様子

ディスカッション時の会場の様子


